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※水道事業を行う上で、環境へ良い影響を与える活動もありますが、環境へ悪い影響を与える活動もあります。そこで福岡市水道局は環境保全のため、良い影響はさらに推進し、
　悪い影響は減らすよう取り組んでいます。（良い影響については⇨青で、悪い影響については⇨赤で整理しています。）

【水源地域の森林保全】
水源かん養林の用地取得や整
備等による森林保全
⇨温室効果ガスの吸収

【機械設備の運転・管理】
ポンプなどの機器運転による電気
等の使用⇨温室効果ガス発生

【水の有効利用】
　漏水防止調査や
 　配水管修理⇨節水

【水の有効利用】
　配水調整（水圧コン
　 トロール）⇨節水

【エネルギー有効利用】
再生可能エネルギー導入の
ための設計
⇨温室効果ガス発生の抑制

【公共工事の実施】
・建設機械の使用⇨振動・騒音発生
・掘削等⇨廃棄物発生
・グリーン購入推進⇨廃棄物削減

【廃棄物の管理】
・浄水汚でいの再利用⇨廃棄物削減
・汚でい最終処分場、天日乾燥場の管理
　⇨水質・土壌汚染の可能性

　水道事業は、取水、浄水、配水の工程において大量のエネルギーを必要とします。このため自然の恵みを受け
て事業を営むものとして、環境保全に努める責務があると考えます。福岡市は、事業活動全体にわたって、自主
的かつ積極的に環境保全の取り組みを進めていくため、環境マネジメントシステムを導入しました。これからも、
独自で定めた取組方針に基づき、推進体制による運用、内部監査による検証、その結果をさらなる取組方針の見
直しにつなげるPDCAサイクルを継続して実践していきます。

　「節水型都市づくり」を通じて培った水の有効利用に関する技術を活かして、アジア等の開発途上国への職員
の派遣や海外からの研修員受入れなどによる技術協力を行っています。また、このような国際貢献活動を通じ、
職員の人材育成や地場企業等への海外ビジネス機会の提供にも取り組んでいます。

　令和3年度の環境保全コストは約14億8,000万円でし
たが、これに対し約16億1,100万円の経済効果が得られ
ました。

●技術者の派遣、研修員受入
　昭和62年のマレーシアへの長期派遣を皮切りに、これまで14カ国へ延べ
約210人（令和4年度末時点）の職員を派遣しています。
　現地では福岡市の水の有効利用に関する技術指導をはじめとした様 な々
支援を行っています。また、JICA（国際協力機構）などからの要請を受け、随
時海外からの研修員を受け入れています。その際は、福岡市水道技術研修
所を活用し、実践的なトレーニングも実施しています。

※予定発電量（合計）は、一般家庭の約４２０世帯分の電気使用量に相当し、ＣＯ₂削減量は約５５０tです。

●給水環境の改善
　開発途上国への職員の派遣や海外からの研修員の受入れ、Web会議に
よる遠隔支援などを通じて、現地の漏水や水圧不足による断水などの問題
解決に取り組むことで、給水環境の改善に寄与しています。
　
●水道局職員の人材育成
　技術協力を通じて、かつて福岡市が取り組んできた課題に改めて取り組
むことにより、職員の水道技術や知識のさらなる向上を図り、広い視野を持っ
た人材を育成しています。

●地場企業等への海外ビジネス機会の提供
　海外から研修員を受入れた際、福岡市国際ビジネス展開プラットフォーム
会員企業の高度な技術や品質の高い製品を紹介する場を設けるなど、地
場企業等に対して海外ビジネス機会を提供しています。

　令和3年度は、環境保全への取り組みにより地球温暖化
の原因となるCO２（二酸化炭素）排出量を約6,900t削減し
ました。これは、庁用自動車約5,000台が1年間に排出する
CO２に相当します。また、産業廃棄物は約279,500tを削減
しています。

　浄水場や庁舎等の水道施設におけるCO₂
排出量の99%は、電力使用によるもので
す。
　脱炭素社会の実現に寄与するために、
水道施設で使用する電力の全量を、再生可
能エネルギー由来電力に切替えます。

再生可能エネルギーの導入

再生可能エネルギー由来電力の調達

再生可能エネルギー導入等の推進

国際貢献の実績

国際貢献の目的
約5,500t 約800t 約100t 約400t 約100t

約2,000t 約277,500t

令和3年度決算
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福岡市

これまでに14カ国への海外派遣を実施

現地での技術指導 水道技術研修所での受入研修

福岡市の水道 2023 福岡市の水道 2023

環境保全の取り組み8

国際貢献・国際協力9

平成

平成

平成

平成

平成

－1,424,000※合 計

建設副産物の再利用
配水管の浅層埋設 など

●各施設における電気由来CO₂排出量
各施設 
水源地から浄水場まで 
浄水場 
浄水場からじゃ口まで 
事務所・その他  

CO₂排出量(t)
約5,700
約7,400
約2,100
約1,200

電気由来ＣＯ₂
約16,400t
99%

燃料由来CO₂ 
約100t 
1% 

CO₂排出量の
99%を削減します!

⇒再生可能
エネルギー
由来電力へ
切替え

　水道施設の環境負荷低減を図るた
め、小水力発電や太陽光発電の再生可
能エネルギーを計５施設で導入してお
り、今後も、更なる導入拡大に積極的に
取り組みます。
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